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■.
笫
十
四
爝(

一

七
六
四)

.

雜

錄
社
會
保
險
の
篾
銀
|-
'
及

狀
'?
於
鎏 

第
十
二
號

r
四 

ginal
B-dustries

若
し
く
は
國
外
か
_ら
激
烈
な
る
競
爭
.
行
れ
る
か
ち
で
あ
る
.。
.就
職
の
減
®
は
只
單
に
失
職
に 

.
の
た
め
に
惱
ま
さ
れ
る
產
業
に
就
い
，て
見
れ
ば
ァ
彼
等
パ
現
は
れ
^
ま
た
は
賃
释
率
に
影
響
を
及
ぼ
し
”
且

つ

新

;'
.

は
廢
業
す
る
か
國
外
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
ぬ
.こV

に
な
興
企
業
に
對
す
る
誘
引
の
.減
退
す
る
S
せ
ざ
る
に
よ
b 

- 

る
で
あ
ら
う
。
か
、
る
場
合
'に
は
勞
働
奢
中
に
失
業
者
、

て
一
時
的
S
な
'̂
或
ひ
•は
永
續
.的
V
JJ5
:
る
も
の
で
あ 

を
生
ず
る
か
、
成
ひ
は
免
れ
難
き
窮
策
と
し
>て
賛
龈
の
| 

,
る
。
新
投
賢
家
に
對
す
る
摩
引
カ
祀
重
耍
な
る
變
動
を
、

3|
き
下
.げ
に
服
.
3
.
な
ぐ
て
：は
な
ら
ぬ
。

' 

\

來
す
も
の
は
保
險
將
負
擔
の
問
題
で
あ
る
。
®
し
賃
錁 

.

若
し
そ
の
產
業
が
«
業
を
繼
續
す
る
^
め
に
は
是
非I

,
,

の
引
き
下
げ
に
よ
つ
て
こ
の
負
擔
を
轉
嫁
す
る
己
ビ
が 

ビ
も
生
產
费
の
節
.約

を

行

は

，
ね

ば

な

ら

.^
、.!
加
ふ
る
^

1
許
'容
3
る 

>な
ら
ば
、
投
資
家
.が
活
動
す
る
意
思
に
は 

生
産
©
の
節
約
を
な
す
に
は
賃
餓
の
飾
約
^
泔
づ
る
よI

何
等
の
變
動
を
見
な
：い
こ
’と
に
な
る
。
新
し
い
投
資
が 

b
外
に
、
可
能
な
る
手
段
な
き
場
合
^
於
で
は
、
勞
働
一
，減
少
す
る
こ
^
な
.き
限
i
、
.勞
働
に
對
す
る
爾
要
に
は 

者
は
他
に
新
た
な
る
就
職
^
探
す
1-
ら
は
、
，寧
ろ
現
實

|
何
等
永
久
的
減
返
ば
、起
る
4
い
。
:,
、
‘ 

に
賃
銀
の
别
き
下
げ
を
甘
受
ず
ん
で
‘あ
ら̂
う
。
か
ぐ
のI 

' 

I

〇 

,
.如
き
事
情
に
於
い
て
は
恐
ら
C
不
熟
練
勞
働
者
の
方i
.賠
償
を
有
す
る
勞
働
者
に
對
し
て
.所
得
源
衆
の
®

^

が、

^
較
阶
多
く
特
化
せ
ら
’れ
た
る
熟
練
勞
働
者
よ
う
-'
:

の
結
果
ど
し
て
起
る
勞
働
の
新
需
要
は
、
單
一
州
內
は 

も
上
首
見
で
あ
ら
う
。
蓋
し
彼
等
は
熟
練
勞
働
潘
よ
ヶ
：

於
い
て
は
何
等
の
特
記
す

X

き
影
響
を
齎
す
も
の
で
は 

:
も
2
1己
の
勞
働
を
版
賣
し
#
る
範
圍
が
廣
汎
に
1:
っ
：て
'

,な
い
。
然
し
て
强
制
保
險
制
度
の
下
に
於
け
る
資
本
の 

ぐ

ゐ
る
れ
め
に
、
新
た
に
就
職
を
見
出
す
こ
ビ
が
容
易
に
;:
集
稹
は
、
普
通
の
資
本
家
の
行
は
，ぬ
方
法
を
以
て
地
方

. 

. 
ノ
. 

V
i 

••

I
t
-
^

_
_

_ 

-
-
-
-
-
-
-
- 

_
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_
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l
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.
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■

丨
的
に
投
資
を
な
す
場
合
に
は
ハ
勞
働
に
對
し
て
稱
讃
す
同
じ
や
う
に
產
業
を
害
し
或
ひ
は
勢
働
者
が
賃
銀
以
引 

 ̂

べ
き
效
果
を
表
は
し
て
ゐ
る
。

•
き
下
げ
に
苦
し
む
ど
い
ふ
が
細
き
こ
ど
は
ヽ
可
吖
も
薆 

: 

'勞
:«
に
對
す
る
需
要
の
假
想
麗
馨
雇
度
は
、
傭

.：：.腐
の
餘
地
„が
多
ぐ
存
し
な
：い
^
の
で
あ
气
苦
し
合
衆
r

 

主
及
び
^
-本
家
^
賦
課
せ
ら
れ
た
る
責
庇
の
負
擔
ど
を
國
全
體
を
普
く
包
括
す
る
制
度
が
一
時
に
^
用
せ
ら
る
.
.
.
.

の
«1
$

あ̂
る
ベ
.き
，で
あ
る
。
最
も
極
端
な
る
場
合
I
 

な
ら
ば
憂
虛
す
べ
き
ビ
乙
ろ
は
荷
尠
な
い
。
鹜
本
及 

即
ち
.：

一

#
が
.突
然
に
總
.て
を
完
全
に
綱
羅
す
る
.社
會
保
一
び
康
業
の
外
國
に
移
動
す
る
こ
ヾ」

は
®
際
間
に
^
い
て 

:
險
を
採
用
し
た
る
場
合
I

に
於
い
て
も
こ
れ
が
た
め
|:,
は
、
州
ど
州
と
の
間
^
於
け
る
が
如
く
圓
滑
に
實
現
せ 

,

に
象
る
負
擔
は
、
產
業
ft
對
す
る
州
の
利
益
を
決
定
す
|
ら
る
、
も
.の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
^
は
關
‘税
制
度
及 

石
他
の
條
伸
€
比
較
す
る
ヒ
き
は
、
裳
^
取
る
に
足
ち
1
び
投
資
の
安
全
ど
統
制
は
社
#-
保
險
の
負
擔
の
如
き
も 

ぬ
些
湖
な
影
響
を
與
ふ
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。'旣
ー
の

.よ
り
も
、
遙
か
k
決
定
的
要
素
を
な
す
も
の
で
あ 

に
«
生
實
任
法 

employer̂
.liability laws 

に
よ
り
て
：る。

S

)

•:
'
;

.，
主
に
相
當
の
傷
害
®
用
の
支
辨
を
な
さ
し
め
て
ゐ
る| 

!
-
-
-
-

-
-
-
-

-

-

-

--

-
，に

/

:

1
ろ
に
於
ぃ
て
、
ま
I

f

於
ぃ
て
も
同
じ
？

f

な
费
用
：の
)0
:
|
|が
行
は
れ
て
ゐ
.る
、匕
こ
ろ
に
於
い
で
、
_ 

.
容

こ

就

，て 

,

ま
^
保
險
條
例
ぎ
笤
ロ
ミ
^
管
技
ぎ
の
目
的
が
填
に
' 

. 

.

::總
'1
:

0思
：ひ
當
る
：不
慮
0
无
用
に
«
ぷ
る
、
1

完̂
全
：；：
:

.

1ニ

宅

謗

十

S

, :

な
る
準
備
方
法
を
作
を
に
：あ
る
^
こ
片
：レ
於
い
て
は
、
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笫
十
四
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一

七
六
五)

：

離
錄
銀
行
の
蟲
承
諾
の
內
容
に
就
て 

' 
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i

‘ I
J

玉



。一 柳 卿 卿 ^卿 慨 抑 咖 物 爾 ^ „挪 挪 ザ 、碎令杯'

；|

第
十
四
卷

(
1

七
六
六

)

雜
錄
銀
行
の
龙
拂
取
諸

0

內容に就て

銀
行
の
支
柳
祇
諾
な
る
勘
定
科
0
は
大
IH
:f
f
i年
の
0

 

行
^
例
改
见
ょ
*
始̂
奶
て
正
式
に
計
上
f-
ベ
き
も
の
ヾ
し 

-

せ
ら
れ
た
る
所
に
し
て
：
S 

:
,

其

和

に:«
视

實

に

資

產

の

增
 

.減
赦
5(
1
は
な
&
も
傲
れ
が
之
火
^
'L
Y
責
任
を
負
^
ベ 

き
谷
秫
の
保
證
的
债
務
を
包
岔
せ
し
め
、
記
帳
上
疋
_
 

.に
計
上
す
る
鈒
行
に
茌
り
て
は
®
の
數
，¥
非
常
に
^
大 

な
る
V
の
ビ
な
り
、
之
が
爲
め
最
近
著
し
f
ff
i
問
の
誤 

解
を
招
き
た
る
事
實
さ
：

：

へ
，ぁ

ヶ

？
 
•蔵
し
此
の
支
拂
承
諾 

な
る
勘
觉
科
H
が
如
何
な
る
も
の
ょ 

>
 成
る
か
を
^
め 

ず
し
て
>
之
を
以
で
全
部
引
受
手
形
な
り
.ビ
即
斷
し
以
，
 

.て
質
易
上
の
決

濟
财
ほ
E
類
に
存
す
ビ
.な
し
た
，る
結
來 

に
外
な
ら
ざ
る
?

 

o
.
余
は
f

支
挪
承
雜
0
內
容
を 

靜

a:
し
之
か
全
街

3
受
手
形
に
も
ぁ
ら
ず
、
又
而
か
く 

责
任
の
大
な
6

6

の
^
ぁ

,&
^
る
こ
：

V

を
明
が
に
せ
ん 

ビ
す

o

說
明
に
先
ち
て
我
國
の
普
|1
銀
行
が
本
年
上
半 

:期
末
^
於
て
幾
何
の
支
挪
承
！i

偾
務
を
負
へ
る
や
を
揭 

•
ぐべ
し〈

支
狒
承
諮

©

W萬
圓
以
上
の
も
の
、
み
を
計

, '.._ ' 1 ： ...., 
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挪
承
諾
調
.

,

九
0

:
ヒ
六0
、
五
〇/<
|
 

三1

*
*九
.
.

〗

ー
三
、
ー
六
四 

.

三1

、
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、
四
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ニ
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一
六
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一
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、
丼
五
'九
、
六
〇
四 

:

:

.

:こ1
ニ
、3
八
一
、
五
六
〇 

:

:
 

r

三
、
九
五
六
、

i

八
一 

l

H
、e
ニ
丑
、
六
六
〇 

八
、
！1四
八
、
九..
.
.
'
〇 

, 

七
.、
四
七.»
1
ハ
、
ー
九
〇 

.

七
•

一
二.五
、
〇
五1 

宄
"九

1
1

九
、
七
九
八 

三
、
四
九
！

 

>
八
八
六 

,

三
、
ニ-
ニ
、
九
三
六 

ニ
、H
I
H九 
>
〇
芄
七 

1

、
五
九
八
、
ニ
ニ

 

ニ 

1

、
四
七
四
、
ニ
ニ 

1

、
四
ニ
四
、
七

n

三 

i

、
一
四0
、
六
〇
〇 

一
、0
五

丑
-:
〇
ニ 

:
:
i七
-

^
六
八」

1
七
八3

_，>>

I ' :

!;；

:H
.

1
K

支
拂
承
諾
の
.內
容
分
類
：
'ヾ

卜 

'支
射
承
M
の
內
容
を
分
類
す
れ
ば
凡
そ
左
の
如
し
。
 

5
*、，：內
國
業
務
^

«
す
る
も
0

パ 

1 
>
"
手
形
引
受

ニ
、
手
形
保
©
又
は
3&
:
*
.
: 

;

三
、'
紙
偾
の
保
®

四
、
■各
鋪
支
拂
保
®

ハ

入

：
_ 

.

,

主
、
其
他
0
:保

證

：

:■

乙

夕

S

爲
替
業
務
に
關
連
す
る
も
の
：

.

'
-
,

」

：信

用

狀

の

發

行

、
：依
賴
其

 

.

::
"

®

:

.

:.
:

'ニ
、
.手
形
 H?

受

'

:
.

」

:

■

,

.

. 

k

、

輸

入

貨

物

引

取

保
■

'

ン

フ
，
;

.

: 

I 

へ
：
：
四
，、
荷

爲

替

貨

物

保

管

保

_
 

. 

M

五
、
手
形
翦
書
.：
 

■

以
T
各
項
に
就
き
詳
説
す
べ
し
.、

,.
.
\

三
、
内

國

手
形
引
受

'
.內
國
手
形
の
銀
行
引
受
.は
：從

來

我

國

の

銀

行

業

の

實 

際
に
於
て
は
行
は
れ
ざ
り
し
所
な
-
し̂
が
、
昨
年
^

 ̂

及
.び
；日

本

銀

行

が

割

引

市

場

形

成

、
金

融

疏

通

の

便

を 

圖

る

目

的

を

以

て

手

形

H?

受

業
務
の
實
施
を
勸
獎
甘
し 

\

ょ

ぅ

、
事
業
資

金

.調

達

の

方

法

ど

し

て

實

行

を

見

る

.に 

:

至
ゃ
しも
の
な
り

o
併
し
乍
ら
實
¥
し
於
て
は
«

«
銀 

行
、
朝
鮮
銀
行
等
の
#
蒙

、行
に
於
て
實
行
せ
ら
れ
た 

る

位

に

し

て

、
、
普

通

銀

行

の

間

に

(•
:
!
餘

り

行

は

れ

ざ

6 

，
し
が
，如

し

。
蓬

し
.內
國
手
.形
の
.引
受
は
主
と
し
て
事
業
\ 

資
金
0
調
達
^
在
る
を
以
て
多
く
長
期
に
涉
り
、
预
金 

銀
行
ビ
し
て
は
性
質
上
實
打
闲
雛
な
る
を
以
て
な
る
べ 

し
。
 

*

,
內
B
手
形
の
.引
受
は
侬
.•«
人
：即
ち
手
形
の
振
出
人
ょ 

ぅ
相
當
の
擔
保
：を
.徵
す
る
’」

.と
办
る

も
、.其
の
詹：：

木
次 

•

多
く
特
殊
の
も
の
R
し
て
何
れ
の
銀
行
に
於
て
も
1 :
迎 

せ

ら

る

、
が

如

き

|

流
又
は
一
一
流
程
度
の
有
價
證
券
等 

に
あ
ら
ざ
る
.を
普
通
.ど
ず
れ
ば
、
霉
ろ
多
ぐ
の
場
合
I

竿

四

泡

.
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一
七
六七
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.
_

錄
銀
行
の
蒸
雜
の
內
容
に
就
て

第
十
ニ
號
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f
c
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D
S
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t
k
J
i
v
i
t
w
K
V

谘
十
四
怨
-

,
u
.
七
六
八〕

:■
_ 
:
 
'錄
.
,
.銀
行
の
交
拂
承_
の
内
容ii

就
て

第
十
ニ
號

1
!

八

用
に
依
り
て
引
受
け
ら
る
S
も
の
ヒ
見
ざ
る
ベ
か
ら

\

殊
銀
行
：に
も
殆
ん
ざ
存
せ
ざ
る
ベ
.しV

J
S

は
る
-

.

.

. 

' .■ 

: 

. 
: 

. 

■ 

' 

. 

.’

■:
:

'

 ̂

,

ず
。
k

l
朝
右
の
如
き
引
受
手
形
の
割
引
繼
續
に
し
て 

困
難
;̂
な
ら
ん
.か
.'
.
引

受

銀

行

ば

期

日

湔

に

手

形

の

支 

拂
を
爲
'̂
v
る
ベ
.か

ら

ざ

る

こ

，
ど
\
な
る
を
以
て
、
手 

形
のH

受
は
十
分
«
:®
®
る
：注
意
を
以
て
爲
3 

Vる
べ
：
 

が
ら
ざ
る
S
典
R
、
其
のH?

受
高
は
庚
本
金
及
*
立
金 

金
^
對
し
て
一
定
の
削
合
以
下
な
ら
^
め
ざ
る
べ
か
ら 

す
デ
'»
激
は
手
形
引
受
業
務
の
最
本
碰
行
し
た
る
所
な 

h
,し
が

、
，
獨
逸
帝
國
鍬
行
：總
裁
は
：各

«
手
形
別
受
高
は： 

多
く
も
.資
本
金
並
積
立
金
を
超
ゆ
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ビ
奶 

注
意
じ
た
る
i
ど
あ
り
。
蒼
此
は
後
に
述
ぶ
る
外
掘
：
 

手
形
の
引
受
?:
も

通
箅
し
，て
の
こ
ミ
な
れ
ど
も
、

1

 

の
如
く
全
く
預
金
生
義
0
銀
行
に
於
て
は
手
形
引
受
高 

は
觅
に
其
れ
以
下
に
居
ら
し
め
ぎ
る
ベ
か
ら
ざ
る
は
勿 

論
な
b
o:,

、

一
ニ
4
日
我
國
普
她
鈒
行
支
拂
承
諾
中
に
は
か
く
の
如
き 

手
®:
引
受
は
全
然
含
ま
ず
S

K
-)
.
T可
な
る
ベ
く
、
特

:

四
，
手
形
保
證
又
は
裏
書
.

•
手
形
保
證
は
、
手
形
引
受
人(

又
は
約
朿
手
形
の
振 

出
人)

の
爲
め
に
爲
す
乙
ど
ぁ
6
:。
又
振
出
人(

又
は 

約
東
乎
形
の
名
宛
人 >.

若
く
は
.襄

書

人

の

爲

め

に

爲

す 

こ〜

し
ぁ
り
。
手
形
保
證
は
連
帶
保
®

(

商
法
第」

I

室
 

條
簿11

項)

な
る
を
以
て
前
記
各
種
の
®
心
に
從
つ
て
，
 

保
證
銀
行
は
爲
替
手
形
.0
引
受
人
ビ
連
帶
し
、
又
は
振 

出
人
.若
く
は
襄
書
人
ビ
相
連
帶
し
て
其
れ
に
應
ず
る
偾 

務
•を
負
ふ
。
■故
に
ヰ
形
保
®
を
爲
せ
ば
恰
も
手
形
の
引 

受

人

ピ

な

り

、
，
，
又

ば

*'
出
人
巷
ぐ
は
奥
書
人W

な
る
ビ
. 

事
實
上
同
一
の
結
粜
と
な
る
も
.の
.な
れ
ば
、
手
形
引
受 

人
の
保
證
を
爲
す
に
當
り
て
ば
"
前
項
手
形
引
受
の
場 

合
S
同
樣
の
注
意
を
以
て

之
に
蹴
む
ベ
&
な
b

o現
在 

普
通
銀
行
が
手
形
保
證
を

爲
ず
が
如
き
は
稀
化
見
る
所 

に
し
て
、
多
-く
は
ビ
ル
•
ブ
口
ー
力
ー
銀
行
又
は
信
都 

會
社
等
保
證
業
務
を
籙
tf
.
所
に
於
.て
之
を
爲
す
が
如

1

•ノ
。
’ 

, 

...

■
.-
內
國
平
形
の
裏
書
も
平
形
保
證
S
同
镣
の
«
味
に
於 

V

之
を
爲
す
f」

ど
あ
る
も
實
際
は
稀
^
行
は
る
、
位
に 

過
ぎ
中
o
普
通
に
.行
ば
.る
；、
翦

書

は

自

己

の

割

^

し
た 

る
平
形
を
»

#
引
^
附
す
:5
場
合
に
見
る
所
に
.
/して
、
 

此
場
合
は
槪
ね
苒
割
引
手
形
を
以
て
整
理
-(
:
.支
拂
承
諾
：
 

中
に
■計
上

せ

ず

。

：.
：
.
：

:
'

五
、
.社
偾
の
：保

證:

:
社
偾
發
行
會
社
の
信
用
程
度
に
應
じ
て
普
她
の
社
憒 

o
外
擔
保
付
及
：び
撒
行C

又
は
：信
記
會
服
}の
保
證
付
の： 

も
0
办
り
。
鈒
行
の
社
■
に
對
tx
る
被
證
は
右
の
如
き 

場
合
^
起
る
も
の
に
わ
: <

、

日
本
典
業
銀
行
、
安
田
錐 

:

行
文
は
藤
本
ビ
ル
9
ブ
.ロ 

I
力
1

M
行
の
如
き
^

*
此 

種
の
保
if
を
爲
し
た
る
こ
ビ
あ
り
。
社
偾
の
保
證
は
性 

質
に
於V

事
業
手
形
め
引
受
ビ
同
賴
の
觀
あ
れ
ざ
も
、
. 

「

事

形

ば

短

期

な

る

に

拘

は

ら

す

社

.«
は
相
像
長
き
期
限 

あ
る
を
以V

、

其
の
支
挪
R
對
す
る
準
備
の
狗
度
に
非 

.

:

,
，第

十

四

卷.

(

一
七
六
九

)
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錄 

M

=̂f
r
.-o
l

$
常
の
栩
違
あ
る
ベ
く
、
:從
つ
て
，賢
任
を
感
ず
る
乙
ビ
も 

‘
保
離
の
方
は
手
形
の
別
受
ょ
り
甚
忆
輕
し
^
云
ふ
こ
ビ 

.
>樽
べ
し
'

:
'

:
■
:.
:■
六
、
'各g

支
拂
保
證

• 

j

支

拂

保

證

ビ

は

內

國

槳

務

に

於

て

手

形

以

^

の
谷
植 

|
:形
式
を
以
て
‘す
る
金
錢
的
«.
-齋
支
拂
の
保
證
^
し
て
、 

|
銀
行
の
取
引
先
の
爲
め
に
.第
三
者
^
對
し
て
保
瞪
傲
務 

j

を
負
ふ
も
，の
な
り
。
例
へ
ば
取
:̂
1
先
が
資
金
を
借
入
る 

I 

.
V
に
就
き
鈒
行
其
の
保
S
を
爲
す
が
如
き
是
れ
に
じ 

へ

|

,て
，、
又
取
引
先
が
買
入
品
に
對
す
る
代
^
cif
e
支
拂
に
就
き 

一
銀
行
其
の
保
證
を
爲
す
が
如
き
こ
^
も
あ
り
。
而
し
て 

|

銀
行
の
爲
す
保
證
行
爲
は
商
法
第
一」

七
三
條
第
ニ
項
代 

I

依
.

CN

て
何
れ
も
^
帶
保
證
S
な
る
も
の
な
れ
ば
、
事
實 

へ

上
の
效
果
に
於
て
は
手
形
保
.證W

異
な
&
す
。
故
に
手 

•
.形
保
證
ど
同
檨
の
注
.意
を
要
す
る
.̂
勿
論
な
^N 。

,

:
:
七

、

其
他
：の

保

瞪
'
:

.
右
各
項
の
外
金
餞
的
債
務
以
外
■物
權
的
及
饋
權
的
偾

諾
の
内
容|?
就
-<

锒
十H

虢

一

一

九
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七
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雜

錄

銀

行

.の
支
拂
承
雜
の
内
务
に
棘
弋

第
f11

號
'

1 
ニ
3.

|
;務
の

履

行̂

就
き
*
引

先

の

爲

め.に
第
1
1;者
に
對
し
て 

.保
證

を

爲

す乙
ビ

f

。
此
等
も
亦
•支

柳

承

諾
ビ

し
て 

.其
中
^
含
ま
る
べ
き
性
質
を
有
す
。

:

:

-
，
' 

:

八
、
信
用
狀
の
發
行
？
依
賴
其
他
之
に
關
連 

.
せ
る
保
證

f
f
M
n 
^
 
^

..信
用
狀
ビ
は
輸
入
貿
與
上
外
國
爲
芻
手
形
の
手
形
關 

係
人
の
信
用
を
*
實
な
ら
し
む
る
爲
に
、1

の
鈒
行
^/ 

他
の
銀
行
化
信
用
上
の
保
證
を
?

>
伽
4
て
^
銀
行
. 

_

k

sの
買
取
を
依
賴
ず
る
紹
介
的
信
用
保
證
狀
の
如
：
 

き
も
の
に
し
て
、
信
用
狀
代
は
種
々
の
稲
®

e形
式
と 

あ
，石
木
、
：.何
れ
も
信
用
狀
發
fi
r
.銀
行
が
其
れ
に
*
い
て
. 

振
出
さ
れ
た
る
手
形
の
支
拂
に
就
き
、
直
»
趴
接
保
罾 

上S

責
任
を
负
ふ
べ
き
は
同「

な
る
が
彳
興
銀
行
の
負 

:

ふ
べ
き
寶
枉
の
释
度
ょ
り(

1)

航
行
が
扭
ら
手
形
の
引 

受
人
艺
な
る
場
合
€ (

2 )

銀
，疗
，は
間
接
ヒ
保
證
上
の
寶 

任
を
負
ふ
も
手
形
上
の
責
任
を
負
はf

輸
入
商
に
於
て
，

手
形
の
：引

受

人

w

な
る
場
合
ど
の
ニ
と
な
す> 

V 

VJ

を
得 

べ
し
。
前
者
は
：銀
行
信
用
狀C

B
S
k
e
r
w
c
r
e
d
i
t
)：

と
稱

へ
>
之
に
基
い
て
振
出
さ
れ
た
る
萊
形
は
銀
行
引
受
手 

形
，

(Bankeas Acceptanc

'e
と
し
て
、錐
行
が
買
入
る
、

に
も
好
率
の
相
場
を
以
て
せ
ら
れ
、
又
割
引
市
場
化
於 

，て
も1:

流
手
形W

し
て
市
場
最
低
率
を
以
て
寶
質
せ
ら 

る
。：.後
者
は
普
通
信
用
狀(General;

0

1
又
は
俗
に 

荷
爲
替
信
用
狀Documentary Credit 

Sも
云
.ふ
N—
■•
■ど 

;稱
せ
ら
れ
、
之
に
基
い
て
振
掛
さ
，れ
た
る
手
形
は
所
謂 

商
人
引
受
手
形(Tradels 

Acceptance)

}c
し
て
、
手 

形
の
信
用
は
辑
に
前
者
の
下
位
に
伤
り
。
信
W
狀
に
種
：
 

々
雜
多
の

種
類
ぁ

る
も

其

,?
)
發
行
上
又
は

手
形
買
取
土 

注
意
を
f

る
は
此
ー4

筒
の
：席
別
に
過
ぎ
ざ
る
な
,9
0

.

か
く
銀
行
信
用
狀
は
.銀
行
の
寶
任
非
常
^
火
な
る
も 

の
な
れ
.ば
、
十
分
の
擔
保
e
徵
1
る
か
乂
は
信
川
絕
犬 

な
る
商
人
^
ぁ
ら
ざ
る
限
り
此
純
.
Q信
州
狀
を
■發
行
せ 

す
。
我
國
代
於
て
は
從
來
外
國
爲
替
業
務
を
取
扱
ひ
來

政ぬ孤̂ ^ ; 抑̂ ^ ^ 腺細私郎^ ^ 伽*沿̂ 5娜他切11® 0 . 如* ^ - ぬ砂'45'1̂

:
>
し̂
は
中
¥
し
て
正
金
銀
行
の
み
に
3
て
、
從
つ
て 
一

#
に
て
信
用
狀
を
#
行
し
、
又
は
収
51
先
に
代
&
て
其 

々
多
數
商
人
の
身
許
信
用
等
を
知
悉
す
る
能
は
す
、
其

,の
發
行
の
依
賴
者
ど
«
.る
を
得
る
^
依
る
な
ぅ
。

の
：發
行
す
る
信
用
狀
は
大
部
分
普
通
信
用
狀
な
り
し
か

'
'
/銀
行
が
信
州
狀
を
發
行
じ
文
は
他
の
爲
替
銀
行
に
發

.:
; 

.

ば
、
::
:
質
易
金
胁
の
疏
通
を
圖

1る
：上
；̂
於
て
銀
行
、
'商
人 

'行
を
依
賴

1'
.る
場
合

^
も
、
.常
^
輸
入
貨
物
の
上
に
擔 

災
に
不
使
を
感
じ
^
た
6
。
然
る
^
昨
年
銀
行
手
形
リ|

«

«
を
^

す
る
こ

^j

、
す
る
.を
以
て
、
全
然
信
用
の
場 

:
:.受
制
度
を
創
始
せ
し
よ
り
，
：
普
述
鈒
行
自
ら
其
の
取
引；|:

合

S
雖
も
其
れ
丈
げ
の
擔
保
は
あ
る
靜
な
れ
ば
、
手
形
‘ 

先
の
爲
め
に
直
接
又
は
正
金
銀
行
其
他
爲
替
銀
行
を
經
一

が

*
爲
替
に
て

£

l

v
冷
す
れ
ば
商
品
め
種
類

^
ぃ

 

:'
'
.て
鈒
行
信
用
狀
を
發
狩
じ

>
苦
く
は
普
通

«
行
自
ら
取

|
應
じ
擔
保
能
カ
を
考
慮
し

1:
2
割
乃
萊
五
割
の
擔
保
を「

 

::

引
先
の
爲
め

k
信
用
狀
發
行
侬
賴
人

$
p
r
,
JE
鈦

M|

徵
す

.る
を
普
通
ミ
し
、
場
合

^
侬

b
て
は
全

«!
擔
«
を 

:行
典
他

.爲
替
銀
行

.に
就
.で
鈒
行
信
用
狀
の
發
行
を
.受
く 

I.V

徵

す

る

こ

本

も

あ

，
^

昨

年

下

半

期

以

來

我

國

の

物

價 

，冬

^
翌
ゎ
八
輸
入
贸
易
降
大
部
分
銀
行
信
用
狀
に
侬
り
ー
非
常
に
暴
騰
を
吿
げ
し
よ
り
何
品
杧
拘
樣
ら
中
、
外
國 

T
行
は
る
、
こV

、
な

b
、

其

れ

に®;
い

で
振

出
さ
れ
ヘ
よ

む
.輸
入
さ
ベ
す
れ
ば
利
益
を
得
る
の
狀
態
な

b
し
か 

た
る
丰
形
ば
我
國
に

.'
到
着
し
、

«
行
引
受
手
形
ビ
し
て

'

」

.ば
、
商
人
は

)1
-ひ
て
.耳
額
の
輸
入
を
企
で
.ん
ど
す
る
折 

«-
行

^
に
蓉
易

^
消

_

れ

«

金̂
融
は
著
し
ぐ
圆
滑

：
| 

.
柄
、
鈒
行
は
金
砸
の
緩
漫
と
引
受
手
形
制
度
の
普
及
と

• 

r

 

,ビ.《
れ

6
。
蓋
じ
普
通

«
行

.，は
從
來
古
く
取

.引

.を
繼

續

云

ふ

意

陇

よ

“
、

比

較

的

容

易

に

.銀

行

信

用

狀

の

發

行

.

.せ
る
を
以
て
取
引
先
の
信
用
狀
態
を
十
分
知
悉
し
あ
れ
を
爲
し
手
形
引
受
人
€
な
る
を
承
諾
し
た
る
の
結 

':
ば
、
全
然
信
用
^
於
て
又
は
擔
保
を
取
る
も
砠
か
の
擔
果
、
冒
頭
に
.見
る
が
如
く
信
用
狀
§

fr
高
及
び
之
に
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«
ん
^
i
k
u
m

さ

れ
^
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„飯
ぞnr

受
！

V

形
*
??
E

r

R

®は
其
の
手
形
を
引
受
ぐ
る」

の
義
務
あ
る
も
の
S
す
る
の 

ず
.る
^
;中
：り
し
も
の
な
る
べ
し
。
 

惯

習

な

云

ふ

.位
な
れ
ば
、
輸
出
商
の
承
諾
な
く
し
.

^
行
信
用
狀
の
有
效
與
沿
は
避
通
六
^
^
以
內
ビ
し
て
取
消
す
能
は
ざ
る
も
の
ヒ
解
し
置
け
ば
可
な
る
べ
し 

て
^
げ
保
證
責
伍
を
比
較
的
短
期
間
^
限
れ
ヶ
。
併
し
：
•(

註
'一)

。
併
し
普
通
信
'用
狀
の
場
合
に
a:
.り
て
は
大
に
-.

:
乍
ら
保
瞪
期
問
は
有
效
期
間
ょ 

>稍
々
接
れ
て
.手
形
引
:I

.:
異

な

も

發

行

鈒

行

は

輸

入

脔

及

び

輸 

,
受
の
時
迄
繼
續
す
る
.も
：の
v

aざ
る
べ
：か
ら
ず
o
而

し|

る
こ
€
に
依
0
で
何
時
に
て
も
収
浪
す
こ
€
を
得
る
も 

て
此
時
信
用
狀
の
保
If
f
'は
解
除
さ
れ
てH?

受
手
形
な
る
.

.の
ビ
せ
ら
れ
あ
>
:
:

(

0:
ニ

-
:今
次
財
界
變
»
に
際
し 

.
手

形

上

の

責

饪

ビ

振

替

は

き
な
，
る
。V
然
る)

に
舞
七
我
が
輸
入
商
は
外
國
輸
出
商
に
對
し
註
文
取
消
を
爲 

通
信
用
狀
の
保
證
期
間
は
之
に
依
り
て
振
出
さ
れ
た
る
：

し
、
從
つ
で
銀
行
信
用
狀
も
肷
漱
さ
れ
た
る
も
か
べ
の
，
.
. 

手
形
'の
支
拂
は
る
、
迄
繼
續
す
る
も
のV 」

見
る
を
當
然「

如
き
ば
止
ひ
を
得
ざ
る
非
常
举
R

Mす
。

’

ミ
.：す
べ
ぐ
、
其
の
間
.支
柳
承
諾
偾
務
は
.消
滅
'^
t
 

一

'
鈒
行
倩
用
狀
匕
.稱

す

る

む

の

、

中

^

不

確

定

鈒

行

言
 

度
發
行
ぜ
ら
れ
效
锻
あ
る
^
至
6
し
信
用
狀
を
取
消
す
一
.)
用
狀(unconfirmed 

B
a
n
k
e
r
^
c
r
e
d
i
t
.

之
に
#.
し
て
先 

こVJ

を
得
る
や
。
鈒
行
信
用
狀
.は
一
度
輸
出
業
满
k

M
一
 

き
に
述
べ
た
る
も
の
を
確
宽
龈
行
信
用
狀
n
o
n
^
m
e
d 

次
せ
ら
れ
^

,^
し
た
る
後
は
發
行
鈒
行
0:
任

;«
に

取

消

B
a
n
k
e
r
v
c
r
e
d
〖ty>

も
云
ふ)

ビ
て
手
衫
を
引
受
く
べ
き 

す
こ
ビ
能
は
f

も
の
す
せ
ら
れ
，
少
く
も
英
國：

に
於
：

-:
銀
行
の
信
用
狀
發
行
當
時
に
於
：て
：豫
め
確
定
せ
ざ
る
も
•
 

て
は
^
の
後
に
収
汁
の
通
知
あ
る
も
若
し
輸
出
業
漭
に

.の
あ
り
て
、
手
形
到
翁
の
後
銀
行
，.ビ

交

涉

の

.
上

引

受

け
 

し
て
典
®
行

宛

，
平̂
:̂
ff
出
し
た
る
時
は
、
發

行

銀

听

ら

る

：、
が
如
き
も
の
あ
る
：も
、
此
は
主
S
し

て

.i
r
敦
市

；!

場
^
見
る
断
に
し
て
我
國
の
如
き
典
の
^
な
け
れ
ば
玆

ft
は
言
及
せ
ず(

K
三)

。
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ロ)

.
信
用
指
圖
：書

:
’

*
 

.

.

,
"信
用
.指
閫
翁(credit: Inŝ

uctiol:!

又

は

保

‘證
狀
ャ
チ

海
外
輸
出
商
が
輸
入
商
の
身
許
信
用
等
を
詳
悉
せ
ざ
る 

場
合
、
手
形
上
の
責
任
を
免
る
‘

>

の
方
法
ダ

f

レ
し
て
設
け 

ら
れ
た
る
形
式
な
5
。
併
し
乍
ら
輸
出
商
手
形
の
振
出 

人
ドI

な
る

も
手
形
上
の
責
任
を
負
は
ざ
る
s 1(Without 

recouse)

を
記
入
し
て
此
目
的
を
達
す
る
乙
S
を
得
べ 

し
,

:.:正

金

銀

行
R
於
て
は
前
者
?:
C
號
信
用
指
圖
番
ビ 

.云
a
、
後
潜
を
B
號
指
圖
書
ど
*
す
.。

.

.信
用
指
圖
書
に
對
す
る
發
行
銀
行
0
寶
任
如
何
。
輸 

出
商(

又
は
買
驭
鍬
行)

の
振
出
す
手
形
の
引
受
人
は
狻

ter of: G
g
r
a
n
t
y
)

と
は
同j

銀
行
の
本
支
店
間
に
限
ら|

出

れ
允
る
信
.用
狀
匕
も
見
ら
る
べ
き
も
.の
k
し
て
、
本
店
.\

行
銀
行
に
あ
ら
ざ
る
甲(

輸
入
商
又
は
普
通
銀
行)

：な 

又
は
支
.店
の一

が
ギ
の
依
賴
に
浓
り
て
他
の
支
店
父
は
，|
る
を
以
て
發
行
鈒
行
に
は
手
形
上
.の
責
任
な
し
。
併
し 

本
芮
に
對
し
乙
が
叩
宛
振
出
じ
た
る
手
形
の
貨
収
方
を
.j::

乍
ら
此
に
$
い
て
振
出
さ
れ
た
る
手
形
を
質
取
る
べ
き 

:指
圖
す
‘る
書
而
な
り
。
之
^:
1糚
あ
り
。

一
は
輸
出
商4

'.'-.

銀

行

は

同i

銀
行
內
の
.一
店
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、

が
手
形
の
振
a

人
ビ
な
る
普
通
の
場
合
な
石
も
、
他
は 

輸
出
商
は
平
形
質
®

*
ii
t

il

を
受
け
.た
‘る
鈒
行
ょ
h

代 

金
を
受
取
り
、
手
形
は
宵
收
龈
行
泡
ら
振
出
す
も
の
ビ
. 

.
の1

1

是
れ
な
り
。.
後
來
は
變
體
の
信
|[
]

衍
11

散
に
し
て

其
め
銀
行
全
體
ビ
'し
て
見
る
時
は
自
ら
賢
金
を
貸
付
け 

た
る
と
同
一
の
鲒
粜
ビ
な
れ
ば
、
其
の
手
形
の
支
拂
は 

れ
ざ
る
場
合
を
想
像
す
れ
：ば

、
0

行

信

用

双'«
行
の
場 

合
の
危
險
の
程
度
に
於
セ
何
等
徑
庭
な
し
ビ
.云
は

第
十
叫
怨
’

(
1

七
七
三)

雜

雠

：

銀
“れ
の
支
拂
艰
詉
の
内
容!:
就
て

第
十
二
號

1

二
三
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部
錄
銀
行
の
姦

■

の
內
容
に
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.

第

十

二

魏
r

s

:■
:
ざ
る
べ’か
ら

ず

。.殊

に

銮

鈒
_

號
：指

画

窬

の

如

き

支

店

間

な

る

を

以

て

、
：
手

形

を

還

り

た

I

I
て

::
;
|

|
す
t

の
？

等

れ

ば

，
齋

解

？

れ
即
ち
質
久
外M

:

爲
f

し

5

♦

る
れ

。は
、
.信
用
指
圖
書
の
保
疆
は
其
れ
丈
け
減
少
す
べ
き 

V

前
貨
す
る
ビ
同
様
の
結
f

 

1
?

.°
世

間

或

は

此

碧

の

I

f

。
併
し
乍
ら
實
際
は
手
形
が
®
入
？

.の
信
用
指
暴
を
似
て
■

信
用
狀
ど
異
f

賢
任
輕「

到
着
し
で
引
受
け
ら
.る
、
靡
續
せ
ら
れ
ぁ
る
を
以 

-<
、
.
或

は

支

狒

承
f

s

上

す

る

：
の

要

な

A

如

く

™

天

:
#す

石

は

全

くf

 

K

云

は

著 

 ̂

^

o 

0

0

0

W

4

L

^

T

6

 

し
前
に
述
べ
し
如
ぐ
顧
行
引
受
手
形
制
度
の
創
始
以
來
ふ
、

乙

ビ
、
な
る
。
此
等
の
雷
ょ
り
し
て
悔
外
こ
多 

ぼ
通
银
行
が
信
用
開
始
に
$

す
る
こ
募
く

f

、
.

數
の
支
店
出
張
所
を
有
す
る
銀
行
S

6

.て
は
徒
i

.
 

普
通
銀
行
が
；售

入

商

提

各

僧

用

指

|
1書
發
行
0-
依
：j:

柳
承
5

數
字
を
膨
脹
せ
し
I

る
-
会

も
t

o

.

1
人
と
？

手
形
を
引
受
く
る
2

は
、
贫

普

通

銀

::
、
：へ

：

(

こ
信
用
狀
又
は
信
用
指
圖
募
行
依

.

種

爲

|

_

古

孟

行

信

用

？

【
；
.

、

賴
又
|

行
依
賴
に
對
す
る
讓 

卞
本
の
も
I

?

ン
I

對
行
f

ん
ど
|

を
感
.

|
畲
龈
行
は
槪
ね
海
外
に
直
接
^

す
る
こ
I

 
く
I

f

ビ

S

I

を
得
べ
し

o
'故

る

子

—

4

用

狀

I

行
す
遙
 

f

 
く
の
f

 

I
承
I

f

 

f
も
f

見
る
を

し

。
か
く
の
f

 

i

l

l行
I

じ
.て
.信
用
狀 

1
-
/ 

7 

-
を
發
ft
す
る
か
、(

2 )

自

ら
依
賴
人
ビ
な
り
て
仅
引
先 

倩

用

窗

I

實
任
解
除
は
：S

I

1.

銀

行

の

本

：

の
：爲

め
S

I

行
に
S

信

用

狀O
K

S

用

指
®

••ニ，•乏••公- ザ - 似  妨 y,•.は.，im  故為

書)

,の
騷
行
を
®
賴
す
る
か
、
，又
は
？

)

取
引
先
の
爲 

め
：に
#
所

狀(

又
は
信
用
指
1|
*)

：
發
行
依
賴
に
就
き
，
 

爲
替
銀
行
^
猶
し
て
保
！g

を
爲
ず
が
に
依
り
て
、
西
ら 

信
用
狀
を
發
行
し
た
る
？
同y

の
用
を
爲
す
。(

1)

の 

爲
替
翁
行
を
通
じ
て
信
用
.狀
ダ
發
行
す
る
場
合
は
既
に
' 

パ
述
べ
た
り
。(

？)

■の
普
通
飯
行
が
信
用
狀
.(

又
は
指
圖 

,.
書
V
の
發
行
依
賴
人
ぞ
次
り
た
る
場
合
は
y

普
她
銀
行 

手
形
の
引
受
人
/匕
な
る
も
の
に
，し
て
依
、賴
鈒
行
の
責
任 

.

.は
恰
も
南
ら
銀
行
信
用
狀
を
發
行
し
だ
る
礙
合
ど
同
樣
：
 

に
し
て
：、
：

證
期
間
も
苹
形
の
引
受
と
共
に
消
滅
し 

て
竽
形
引
受
化
振
替
は
る
こ
丨
紙
行
信
傅
狀
の
場
言 

同
«
な
}

。
. 

(

3:
.
>の
偉
用
狀(

又
は
指
圖
書)

發
行
侬
賴 

_

の
保
離
を
爲
し
た
る
場
合
は
^
じ
の
如
く
普
通
銀
行
自 

ら
手
形
の
引
受
人
ど
な
ら
ず
，
從
つ
て
通
常
手
形
上
の 

,;

寶
住
を
負
は
す
、
.其
の
負
へ
る
寶
任
は
第
ー
一
次
的
の
も 

M
の
な
：る
も
、
之

に
»
卬

て
;«
出
3
れ
f
tる
手
形
に
就
て 

'
へ
ぼ
引
受
ク
支
拂
は
.固
ょ
り
貨

g

に
對
ず
る
'責
任
迄
も
依

.
第
十
四0

ハ
；
七
セ5£)

雜
錄
龈
行
の
支
拂

®

歡
人
€
連
帶
し
て
負
は
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る性
質
の
.も
の 

な
れ
ば
"
遇
し
®
入
商
た
る
手
形
引
受
人
の
信
用
薄
弱 

?

ビ
認
办
農

、
爲
替
銀
行

ょ
P

手
形
に
對
し
て
保 

證
を
要
求
し
來
る
，

」

ヾ
し
あ
れ
ば
之
k
應
じ
て
手
形
上
の 

責
任
を
負
は
ざ
る

ベ
か
ら
ず
。
故
^
此
の
保
^
⑽

⑽

は 

.

「

手
形
0.
.{元
全
に
決
^

せ

ら

る

、
迄
繼
續
す
べ
き
も0.
.ビ

.

.

九
、
乎
形
引
受
，

: '

\

 

,信
用
狀
の
發
行
に
s.
し
て
は
銀
行
は
^
な
る
責
任
；を 

負
ふ
，、ベ-.き
も
の
な
る
■こ
t
前
に
述
べ
た
る
所
の
如
ぐ
な 

I

る
が
、
.信
用
狀
の
：發

行

其

れ

の

み

に

て

は

米

/？
現
實
的 

l-.
-
.fc
:
寰
饪
を
.負
ぶ

に

架

ら

ざ

る

も

、

手
形
引
.受
の
場
合
に 

ぐ
在
り
て
は
现
實
‘に
手
形
±
の
責
任
を
負
ふ
も
の
な
る
.
.を
. 

:
,
.
以
て
、.
支
拂
承
諾
の
中
に
て
最
も
實
牲
の
大
な
る
も
の 

S
云
ふ
べ
し
？
手
形
引
受
は
偷
敦
の
如
く
與
|,
13引
受
業 

者
の
多
數
^
存
在
せ
る
所
代
於
七
：
^
 H ?

受
手
數
料
を 

_
.し
_
時
的
に
手
形
の
别
受
を
爲
す
も(

第
八
.項(

ィ)

0
內
咨
に
就
弋 

第
十
二
號
‘

r

5
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笫

十

四

盤(
一

七
七
六
.

〕

:
.
雜

錄

銀

行

の

支

拂

承

諸

の

，
I

に
.就
て 

第
十
二
號 

一5

、

不
ぞ
定
,
.用
狀
4
照)

多
く
は
信
用
狀
の
#
fi
に

關

連

荷

物

の

：到
着
：す

る

乙
^

あ
b

oか
ぐ

の
如
き
場
.合
、
记 

し
て
起
る
も
の
に
し
5

の
如
き
場
合
に
限
ら
る
。
 

' 

來
な
れ
ば
荷
受
人
f

輸
入
商
は
船
荷
證
f

引
換
に 

■ 

(

1)

自
已
を
弓
受
人
ど
せ
る
銀
行
信
用
狀
を
發
行
し
:•
あ
ら
ざ
れ
•ば

荷

物

の

引

収

を

爲

4

能
は
ざ
る
も
、
輸
入 

た
る
場
ノ
- 

商
は
ー
刻
も
早
く
荷
物
を
引
娘
ら
ん
と
す
る
ょ
办
、
其 

.(

2
:

)

|

を
引
s

i

る
他
の
8

S

行

せ

る|

.の
取
引
銀
行
の
8

あ
る
貨
物
引
I

馨

(

L

I
 

I

;

#
朽
倍
舛
狀
^
仅
る
拾
合

,

f 

| 

of Guarantee 

for Proiuction of_ Bill 

o
f 

Lading )

を 

:: 

(
J

普
通
8

S

用
■
.
發
行
I

職
し
自
己
をj

船
會
社
s

•

弓
受
1

£

2
場
合
',
::
:
, 

ニ
ー 
爲
す
の
習
惯
あ
ぅ
。
玆
S

ふ
貨
物
别
取
鍵
&

此 

r

む

擊

形

の

責

任

禁

形

期

日

に

管

各

滅

す

るj,

の
銀
行
が
船
會
社
に
對
し
て
爲
す
鍵
を
云
ふ
な
6
。
'
:

も
の
な
る
か
，
引
受
銀
行
は
•外
國
手
形
を
引
受
く
るw

 

j

故
に
船
遵
券
到
着
す
れ
ば
之
ど
引
換
に
、
先
き
k
差 

:共
^
取
引
先
を
し
て
取
引
先
引
受
の
同
額
の
內
國
手
形i

入
れ
た
る
貨
物
引
敗
證
f

響

ホ

ら

れ

、
玆
に
銀
行 

.を
受
取
る
を
普
通
ど
.す
。
.此
の
手
形
は
通
常
支
拂
期
日
.
.一
の
保
證
責
任
を
解
除
せ
ら
る
。
■さ
れ
ば
此
種
の
保
證
は 

を
餅
記
外
國
手
形
の
期
日
の
前
日
と
爲
し
置
&
其

の

資\
其
の
期
間
通
常
極
め
て
短
く
從
つ
て
責
任
の
程
度
も
徑 

金
を
以
て
外
國
手
形
の
決
濟
k
充
つ
る
な
り
。

-

き
_
な
&
。
然

る

に

.元
來
輸
入
貨
物
は
荷
爲
替
手
形
の 

.一
〇
、
鍮
入
貨
物
引
取
-^
lff
a

擔
‘保
た
る
べ
|
§
も
の
^
し
て
、
其
の
擔
保
權
は
一
定
の 

轍
入
質
易
に
於
で
往
々
船
荷
證
券
^
何

受

人

の

許

に

«

#
の
充
た
S
る
ゝ
忽
は
爲
替
取
組
銀
行(

又
は
乳
の

到
着
せ
ざ
る
に
先
ち
、
貨
物
搭
載
船
が
入
港
し
來
b
r-
'

取
立
受
.任
銀
行)
:'
:
の
上
に
在
る
べ
き
も
の
な
^
'ょ
、
輸

:
-
# 

• 

•• 

.

入
商
が
船
荷
®
券
^
く
し
て
貨
物
を
引
収
る
に
當
り
其 

の
■

を
爲
す
も
の
は
在
爲
替
取
組
鈒
行(

又
は
取
立 

受
任
銀
行
}
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
に
、
船
會
社
は
餵 

行
の
保
證
さ
ぺ
あ
ら
ば
其
の
荷
物
の
爲
替
が
何
れ
の
銀 

行
を
經
て
取
組
ま
れ
來
る
€
も
之
化
頓
着
な
ぐ
貨
物
を
：

引
渡
す
を
以
て
、
若
し
其
の
爲
替
耿
組
鈒
行
以
外
の
銀 

行
の
保
證

it
依
b
て
荷
物
が
自
由
に
引
渡
さ
れ
た
b 

S 

せ
ん
か
、
荷
物
の
上
に
抵
當
權
を
菊
す
る
爲
替
取
組
銀 

行
は
不
知
の
間
に
«
%
を
引
取
ら
れ
ホ
測
の
損
害
を
蒙.

.む
る
に
至
る
こ
ど
な
h

o現
に
普
通
錐
听
の
偶
證
に
侬

ぅ
て
貨
物
は
引
取
ら
れ
、而
し
て
賣
却
せ
ら
れ
た
る
に
、I

貨
物
に
就
き
關
係
を
有
す
る
場
合
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
 

其
の
資
金
は
他
^
流
用
せ
ら
れ
手
形
の
支
拂
期
日
に
至1

1普
通
銀
：行

は

保

證

を

爲
.さ
い
る
こ
ビ
、
せ
ざ
る
ベ
か
ら

ら
.ざ

る

こ

ど̂-
な

る

べし

,0

實
際
に
於
て
船
會
社
は
其 

の
積
み
來
れ
る
荷
物
が
何
れ
の
鈒
行
を
經
て
取
組
ま
れ 

來
る
べ
き
手
形
に
附
属
す
る
も
の
な
办
や
知
る
に
由
な 

く
、
又
爲
替
手
形
.の
取
組
ま
れ
ず
し
て
荷
物
の
.み
0

0

 

し
來
る
こ
ビ

も
あ
る
程
な
れ
ば
ヽ
船
會
社
が
銀
行
の
保 

證
さ

へ
あ
ら
ば
荷
物
を?|
渡

し

た

彡ビ
て
敢
て
責
む
ベ 

き

^

あら
ず
。
输

ろ

保

證
を
®
す
銀
行
に
於
て
注
意
を 

拂
ひ
、
自
行
宛
取
組
ま
る
、
手
形
又
は
自
己
の
引
受
く 

べ
き
手
形
，
若
く
は
自
己
が
發
行
依
賴
に
對
し
保
證
を 

爲
し
た
る
信
用
狀
に
依
り
て
振
出
さ
る〜

.手
形
等
其
の

り
て
支
拂
能
力
な
き
こVJ 
>

な
^V、

爲
替
銀
行
は
擔
保 

た
る
べ
き
荷
物
を
處
分
せ
.ん
と
す
る
も
得
ず
，
叉
手
形 

の
支
挪
をも
受
く
る
能
ば
ず
し
て
窮
境
に
陷
b
し
例
あ」 

此
.の
如
き
場
合
に
於
：て
_

行
の
保
證
實
任
は
非 

常
に
大
に

し

て

貨
物
^

對

し

て
責
任
を
食
は
ざ
る
，ベ
か 今

。
故
に
^

#
»1
組
銀
行
に
あ
ら
ざ
る
銀
行
が
此
の
貨 

物
引
取
保
證
來
干
典
し
得
る
は
、
爲
替
銀
行
が
船
#
社 

に
對
し
て
爲
す
保
»
に
就
き
爲
替
銀
行
祀
對
し
て
爲
す 

.保
證
の
點
に
在
b

。.'
.

.. '

遮

莫

此

種

の

保

證

は

通

常

期

間

、も

短

く

實

任

も

輕

き
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：
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第
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二
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行

の
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に
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砩
て
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號
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A

ぎ
、」

ff
i
々
荷
受
人
k;
し
で
一
度
®

®
に
.依
^v

て
荷
物
を 

弓
取
水
ば
、
瑠
#
靜
難
到
着
ず
，る
も
之
ビ
先
，5
に
差
ん 

れ

た
.:

s

&
說
«
と
^
引
換
ゅ
'る
> j 

i
を
爲
さ
'伞
、.往
 々

其
の
ft
に
；な
し
證
か
る
、
'こ
^

V
あ
り
：で
之
が
爲
•め
支
：
 

柳
承
！|
は
帳
筂
上
消
滅
せ
中
著
し
ぐ
數
字
を
增
大
ず
4

:
^:
ビ
あ
レ
、
注
意
す
.
.ベ
き
■こ
グ

f

レ

な
-

Cs

。

.

.

.

.

,

! :
1
、

荷
爲
替
貨
物
保
管
保
證
' 

.
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”：輸
入

荷

爲

替

手

亦

は

其

の

擔

保

^
し

て

船

樹

書

類

'一 

切
を
添
付
し
.あ
る
も
の
な
る
が
、
其
.
0附
屬
書
類
が
引
- 

受
渡
し (

0
0
ョ̂
|「

.
3 如 ain 
淬 Acceptance D

/
A
)

の
— 

#
な
る
場
合
.
kは
、.
手
形
が
引
受
人
に
於
て
引
受
げ
ら 

る
4
や
附
规
書
類
1
,切
を
引
受
人
^
交
付
す
る
~も
、(
«:
'
: 

U 交
拂
渡
'b(I}ocumeIlt a

g
a
i
l
s
v
p
a
y
m
s
t

tt
/
F
}
:
の

：

條
仲
な
る
時
は
、
手
形
が
支
拂
は
る
V
,迄
附
屬
書
類
を
' 

交
附
せ
ず
。
故
に
支
拂
渡
し
办
場
合
>
2於
て
は
、
*
入 

商
比
®
物
到
釋
す
る
も
手
形
の
交
拂
を
爲
さ
U.
る
限
ヅ 

附
厕
書
類
©
，
交
付
を
受
け
貨
物
を
：引
取
ふ
能
は
ざ
る
を 以

て

、
»
入
貨
_
の
*
:捌
上

商

：機
を
鹚
す
.る
は
_

ょ 

>

、
.
手
形

支

拂

期

日

迄

化

商

品

を

賣

捌

き

以

て

手

形

支 

,

挪

資

金

を

德

る

办

便

法
f
c執
る

能

ば

ず

。
变
挪
渡
し
の 

揚
#
は

か

、
る
不
便
：あ

る

を

以

て

、

|

種

-0
條
件
_付
引 

渡
し
0
方
法
を
_
じ
、
手
形
を
引
受
け
た
る
時
は 

一
#

,,R
附

M
ぜ
る
*'
類
•二
.切
を
®
打
ょ 
b
.fl
f
受
け
、
«
\

■
.

一
 

切
の
手
續
を
^

、̂
貨
物
を
確
•實
な
る
倉
庫
：に
庫
入 

し
、
全
責
任
.を
&
.て
.之
が
保
管
^
任
じ
賣
却
の
上
，は
直 

に
手
形
の
內
入
S
爲

す

の

あ

，-

CV 。：

.爲
#
取
組
銀
行 

が
輸
入
商
に
對
し
て
此
'の
便
法
を
許
容
す
る
に
は
、
« 

入
商
の
0
許
信
用
の
1̂
|
何
.に
.依
.
無̂

擔

保

，に

て

ま

は

擔
 

，
保

を

徵

し.又
.は
信
用
め
，る
第3
者
游
く
は
普
逝
銀
行
の 

保
！

g

を

取

る

を

常ビ
す
。
此

の

貨

物

借

！

K

證

は

所

謂_
h 

ラ
ス
卜
*
レ
シ
ー

ト("Trust Receipt)

ヒ

碑
す
5
も

0

k
しV

、
玆

に

云

ふ

保

證

ゃ

は

爲

替

龈

行

に

對

し

T
普 

通

鈒

行

が

爲

す

保

，證

を

云

ふ

な

り

。

::
:此
の

差

入

證R
は
A
、
B
の
一
ー
釋
ぁ
り
。-6
'は

陸

揚:

.ス
憤
物
を
爲
替
龈
行
の
食
庫
又
は其

®
!
5

定
の 

.倉
S

#
I1
:
,に
寄
託
し
ハ
北
の
倉
庫
.證
券
を
爲
替
龈
け
k
. 

提
供
す
る
も
の
に
し
て
、
八
は
此
の
货
物
寄
託
倉
^
の 

指
定
及
び
倉
^
證
#
の
提
供
な
る
條
件
を
附
せ
ざ
る
.も 

の
な
，b
。
併
し
現
在
の
實
際
に
於
て
似
ぉ
’の
條
件
に
從
，

Z 

ふ
■
は
食
庫
の
出
入
其
他
に
：难
常
の
手
數
と
冗
鐵
を
要 

rr
る
を
以
て
實
行
甘
ら
れ
f
多
く
は
A

,0
書
式
を
湖
ゐ 

居
れ
り
。

‘ 

.
,

,

.
•-
'

,-:
.:
:'
•
:.
.
一

此
の
荷
爲
替
«
'#
;
保
管
證
に
&
る
货
#;
货
渡
の
場
合
.I 

^
诳
ぅ
セ
は
、
本
1
貨
渡
銀
行
^
於
て
.貨
物
の
廣
却
あ
. 

就
き
十
分
の
S
督

を

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

困
雛
の
拿
な
る
を
以
.て
'結
采
は
支
.拂
翁
し
め
.滌
件
を
別 

受
纖
し
^
變
见
し
^
る
と
M
ふ
ざ
同
#
の
輝
な
れ
ば
、I 

保
！
银̂
咐
多
据
：證
貨
嘥
は
次
な
り
と
沄
'は
f

ベ
.か
：一 

ら

ず

.°編

'つ

マ

此

の

議

发

晋

れ

當
^
て
は
被
樣

-l
i
f 

人
の
身
許
潜
佣
«
«
衣
る
も
の
な
る
か

，

#
ら
ざ
れ
IX 

洲
篇
;0
循
保
を
徵
せ
ざ
る
，'ベ
.，か
ら
す
。
■而

：し

て

此0张

：

.

:

•

:

.

.

.

-

、

'

'パ

.

. 

'

，ぐ

'

-■ 

' 

, 

'

、

:'
■
,
'.
.V

,.:

ノ

.
：

'

.

■
.
*
.
-
.

揉

四

舞

(
1

七
七
^)

雑
' 

錄

飯
行
め
变
拂
承
諸

.

證
期
間
は
％
形

.0
文
'»
を
終
る
迄
存
續
す
る
は
言
を
俟

:た

ず
,0_
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' 
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■

r

r
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手
«
诞
«
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,
;■

■

•
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!.

.
> 

外
國
爲
替
丰
形
の
襄
戡
は
猶
出
入
共
^
迤
る
こ
と
に 

.し
て
、
：_
入

の

場

合

は

爲
-#
漱

組

銀

无

が

普

舰

鰍

行

冷
 

引
受
妙
れ
名
字
形
を
裏
書
し
て.市
湯
に
®
出
し
.、

最

 

-

H
本
鈒
行
に
，.就
て
#
割

1̂
す
る
“場
に

起

る

所

に

 ̂

て

、

，
此

は

，
濟

は

苒

劍

^
手

形

を

以

で

避

觀

七

或

は

.支 

祯
承
訊
を
.以
て
.
*理
す
る
が
如
ぐ
銀
行
に.依
々
，て
.：同
：.一'

.
'
.
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ド
.

S
.
ら
す
0
部
れ
に
し
て
も
手
形
引
受
銀
行
の
倩
用
確
* 

な
.る
限

り

此

.0
諶
書
«
饪
は
極
.弟
で
#

^
名
&
と
云
..ぷ'

を
得
べ
し
。

.

.

:
.广
；.
ー.

.:

リ

輸
i

檣
合
に
於
け
i

f

之

辜

に

す

ゴ
 

-

，我
.が

輸

出

商

が

信

用

：狀

に

砍

，ら

沙

し

€
辦
爲#
を

収

：飢 

:

ま

んw

:^
れ

ば

、
，
其

の
.浼

響

]̂
の
«

»
§
る
.者

、
に.し
.

.り

.
：
.
.
.
'
.
-
- 

.

.

' 
’ 

.

.

. 

ぃ

バ

て
爲
«

跟
行
に.於

て

，
も

其

の

信

脚

の

，
十

»

な

，
;0

、
こ

ヒ.を

，

.

.
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.
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为

悉

オ
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?
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文

遣 

f

f'^
l

:'
:
\か
次

は

第

三

者

の

保

證

を

要

求

せ

ら

る

。
此
，の
場
合 

V'
:
其
の
輸
出
商
の
弗
素
取
引
せ
：る
普
姐
鈒
行
の
保
證
，あ

&

ぼ
、.

；

擔
保
を
差
<
る

.
、

こ

ミ

を

要

せ

ず

全

價

爲

替

を

仅
 

■M
む
：こ
S
を
得
0
普
通
飯
行
が
■
出
手
取
に
裏
書
を
爲 

す
は
か
ぐ
の
如
き
場
合
に
起
る
も
の
な
れ
ば
、
典
の
.裏•一 

へ
■
賢
任
は
輸
入
爲
替
の
場
香
ど
異
なb
恰
も
荷
爲
#'
手
.

形

を

買

取

ら

た

る

ビ
.同
猶

な

れ

ば

、
其
の
.手
形
の
條
畔 

:'
k
.應
^
て
相
當Q.;

擔
保
を
徵
す
.ベ
き
は
勿
論
な
り
。
さ

|

れ
ば
此
の
連
#
賢
任
は
興
の
：手

形

が

外

國

に

於

け

る

荷

j 

受
A
fc
於
：て

支

拂

は

る

、
迄

繼

續

す

。
；
此
の
裏
書
を

.或

,

は
買
入
外
國
爲
替
爾
足
を
.以
て
整
理
す
る
も
、
寧
ろ
其
.I 

の
實
質
が
外
國
爲
#
の
賣
買
代
*:
ら
ず
し
.て
n
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